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審 査 要 領 

白井市庁舎整備基本計画・基本設計業務委託プロポーザル 

 

１．趣旨 

本要領は、白井市庁舎整備基本計画・基本設計業務委託プロポーザル実施要領に定める

ことのほか委託候補者を選定するために必要な事項について定めるものとする。 

 

２．審査方法 

本プロポーザルは次のとおり審査を行う。 

（１）本プロポーザルの審査は、白井市庁舎建設等検討委員会（以後「委員会」という。）

が行う。 

（２）委託候補者１者及び次席者１者は、本要領に基づき委員会が参加要件の確認、一次

審査及び二次審査を行い特定する。 

（３）客観評価（事務所規模、技術力等）項目は、本要領に記載の採点基準に基づき評価

する。 

（４）主観評価（プレゼンテーション等）項目は、各審査員が本要領に記載の採点基準に

基づき評価し、各審査員の持ち点比率により集計し評価する。 

 

３．評価方法 

（１）参加要件の確認 

本プロポーザルに参加することができる者は、「白井市庁舎整備基本計画・基本設計

業務委託プロポーザル実施要領」の「２．プロポーザルへの参加資格」「３．プロポー

ザルへの参加条件」の要件を満たす単体企業で参加した者とする。 
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（２）一次審査（配点４０．０点） 

提出された参加表明書等をもとに次の項目において評価する。 

評価項目 
評価の着目点 評価配点 

 判断基準  小計 

客

観

評

価

項

目 

① 

事務所の

規 模 等

技術職員数 技術職員数で評価する。 2.5 

7.0 有資格者数 有資格者数で評価する。 2.5 

ＩＳＯ認証取得 ＩＳＯ認証取得状況により評価する。 2.0 

② 

配置技術

者の資格 

専門分野の 

技術者資格 

配置技術者の

保有する資格

の内容で評価

する。 

主任 

技術者

建築(意匠) 1.5 

12.0 

建築(構造) 3.0 

電気設備 3.0 

機械設備 3.0 

積算 1.5 

③ 

配置技術

者の能力 

ＣＰＤ取得 

単位 

 

配置技術者の

過去２年間の

ＣＰＤの認定

時間で評価す

る。 

管理技術者 1.0 

6.0 

主任 

技術者

建築(意匠) 1.0 

建築(構造) 1.0 

電気設備 1.0 

機械設備 1.0 

積算 1.0 

客 観 評 価 計 25.0 

主

観

評

価

項

目 

④ 

事務所 

の実績 

同種・類似の 

実績 

建物用途、規模、構造種別等の多様性及び実

績件数を総合的に判断し評価する。 7.5 

⑤ 

配置技術

者の実績 

 代表的実績 管理技術者 1.0 

7.5 

建物用途、規

模、構造種別

の多様性及び

件数等を総合

的に判断し評

価する。 

管理技術者 1.5 

主任 

技術者

建築(意匠) 1.0 

建築(構造) 1.0 

電気設備 1.0 

機械設備 1.0 

積算 1.0 

主 観 評 価 計 15.0 

一 次 審 査 計 40.0 
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①事務所の評価－１（配点７．０点） 

ア）技術職員数（配点２．５点） 

 様式２「設計事務所の資格別技術者数」の合計人数に応じ、次により評価する。 

職員数（人） 評 価 点 

100人以上 2.5 

50人以上100人未満 2.0 

50人以上 20人未満 1.0 

20人未満 0.0 

 

イ）有資格者数（配点２．５点） 

 様式２「設計事務所の資格別技術者数」の有資格者数に応じ、次により評価する。 

 なお「有資格者数＝合計－その他」とする。 

有資格者数（人） 評 価 点 

100人以上 2.5 

50人以上100人未満 2.0 

50人以上 20人未満 1.0 

20人未満 0.0 

 

ウ）ＩＳＯ認証取得状況（配点２．０） 

 様式９「ＩＳＯ認証取得状況」に応じ、次により評価する。 

 なお、双方とも取得している場合は、それぞれの評価点を加点する。 

種  別 評 価 点 

ＩＳＯ９００１ 1.0 

ＩＳＯ１４００１ 1.0 

認証取得なし 0.0 
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②配置技術者の資格（配点１２．０点） 

各主任技術者の保有資格に応じ、次により評価する。 

様式６「配置予定の各担当主任技術者の業務実績」 

分担業務分野 評価する技術者資格 評 価 点 

建築（意匠） 
一級建築士 1.5 

二級建築士 0.5 

建築（構造） 

構造設計一級建築士 3.0 

一級建築士 1.5 

二級建築士 0.5 

電気設備 

設備設計一級建築士 3.0 

一級建築士、建築設備士 1.5 

二級建築士、一級電気工事施工管理技士 0.5 

機械設備 

設備設計一級建築士 3.0 

一級建築士、建築設備士 1.5 

二級建築士、一級管工事施工管理技士 0.5 

積 算 
一級建築士 1.5 

二級建築士、建築積算士 0.5 

  ※１．技術士は「一級建築士」と同等とする。 

  ※２．該当する資格を有しない場合の評価点は「0.0」とする。 

 

③配置技術者の技術力（配点６．０点） 

 管理技術者及び主任技術者の過去２年間（平成２３・２４年度）のＣＰＤ認定時間数に応

じ、次により評価する。 

様式８「配置技術者の建築ＣＰＤ認定時間数」 

認 定 時 間 評 価 点 

40時間以上 1.0 

24時間以上40時間未満 0.5 

24時間未満 0.25 

0時間 0.0 
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④事務所の実績（配点７．５点） 

 様式３「設計事務所の主要業務実績」について、用途、構造、面積、件数等から、審査

員の主観により総合的に判断し、次の分類で評価する。  

評 価 評 価 点 

業務実績が優れている 7.5 

業務実績が普通である 4.0 

業務実績が劣っている 0.0 

 

⑤配置技術者の実績（配点７．５点） 

 ア）様式５「管理技術者の主要業務実績詳細」から、管理技術者の代表的実績について、

審査員の主観により総合的に判断し、次の分類で評価する。   

評 価 評 価 点 

業務実績が優れている 1.0 

業務実績が普通である 0.5 

業務実績が劣っている 0.0 

  

イ）実績一覧  

  様式４「管理技術者の主要業務」及び 様式６「担当主任技術者の業務実績」につい

て、用途、構造、面積、件数等から、審査員の主観により総合的に判断し、次の分類

で評価する。  

評 価 
評 価 点 

管理技術者 主任技術者

業務実績が優れている 1.5 1.0 

業務実績が普通である 0.75 0.5 

業務実績が劣っている 0.0 0.0 
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（３）二次審査（配点６０．０点） 

提出された技術提案書及びヒアリングをもとに次の項目において評価する。 

評価項目 
評価の着目点 評価配点 

 判断基準  小計 

二

次

審

査

（

主

観

審

査

）

① 

技 術 

提案書 

技術提案Ａ 
技術提案書、ヒアリングの内

容を審査員の主観により総合

的に判断し評価する。 

10.0 

40.0 
技術提案Ｂ 10.0 

技術提案Ｃ 10.0 
技術提案Ｄ 10.0 

② 

取組意欲、 

計画の 

理解度 

・技術提案書 

及びヒアリング

時の受け答えか

ら評価する。 

提出資料やヒアリングの受け

答え等から、審査員の主観に

より総合的に判断し評価す

る。 

10.0 10.0 

（
客
観
審
査
）

二
次
審
査 

③ 

参考見積書 

 見積額の最高額に対する最低

額の割合に応じ、評価配分を

Ⅰ型～Ⅲ型に分類し、評価算

定式により評価する。 

10.0 10.0 

二 次 審 査 計 60.0 

 

①技術提案書（配点４０．０点） 

様式１１「課題別提案書」及びヒアリングをもとに審査員の主観により総合的に判断

し、次の分類で評価する。 

技術提案項目 

評 価 点 

極めて

高い 
高い 普通 低い 

極めて

低い 

Ａ 
Ｈ２３提言書の概算事業

費の精査について 
10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

Ｂ 減築工法について 10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

Ｃ 
既存建物との一体性につ

いて 
10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

Ｄ 
その他本事業を進めるに

あたり有効な追加提案 
10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 
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②取組意欲、計画の理解度（配点１０．０点） 

プレゼンテーション及びヒアリング時の受け答えの内容から、当事業者に対する参加

者の取組意欲、計画の理解度を審査員の主観により総合的に判断し、次の分類で評価

する。 

評価項目 

評 価 点 

極めて

高い 
高い 普通 低い 

極めて

低い 

取組意欲、理解度 10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

 

③参考見積額（配点１０．０点） 

 様式１２「参考見積書及び見積内訳書」 

ア）見積額の最高額に対する最低額の割合に応じ、評価配分をⅠ型～Ⅲ型に分類する。 

Ⅰ型評価配分  最低見積額÷最高見積額＝９０％以上 

Ⅱ型評価配分  最低見積額÷最高見積額＝７０％以上、９０％未満 

Ⅲ型評価配分  最低見積額÷最高見積額＝７０％未満 

イ）参考見積額の最高額及び最低額から、次の式により各評価点数別の価格範囲を算定

すし、下表のとおりに評価する。 

Ａ 最低額以上、最低額＋（最高額－最低額）×1/5 未満 

Ｂ 最低額＋(最高額－最低額)×1/5 以上、最低額＋(最高額－最低額)×2/5 未満 

Ｃ 最低額＋(最高額－最低額)×2/5 以上、最低額＋(最高額－最低額)×3/5 未満 

Ｄ 最低額＋(最高額－最低額)×3/5 以上、最低額＋(最高額－最低額)×4/5 未満 

Ｅ 最低額＋(最高額－最低額)×4/5 以上、          最高額以下 

最低額÷最高額 
価 格 範 囲 及 び 評 価 点 数  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ⅰ型評価配分 10.0 9.0 8.0 7.0 6.0 

Ⅱ型評価配分 10.0 8.0 6.0 4.0 2.0 

Ⅲ型評価配分 10.0 7.5 5.0 2.5 0.0 

ウ）提案内容に沿っていないもの、不当に廉価であると審査委員会で判断された者は０

点とし、ア）、イ）の算定から除外する。 

 


